
 

 

   

ドン・ボスコとの出会い 

    

 

 

 

 

 

 

 
 

↑無原罪の聖母会員の家として使われていた場所とモルネーゼ村の教会 

マリア・マザレロと友人のペトロニッラは、 

ペスタリーノ神父様を通して 

ドン・ボスコからの短い手紙を受け取り、

「若い人々に良くしてあげなさい」との 

言葉をとてもうれしく思いました。 

それはドン・ボスコが 

自分たちと同じことを 

考えていると 

感じたからです。 



 １８６４年１０月、ドン・ボスコは百人以上の少年たちと共に、 

モルネーゼを訪問しました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
      

 

マリア・マザレロはドン・ボスコの話を聞きたいとの

一心で、ドン・ボスコの姿がよく見えて、その声がよ

く聞こえるところに陣取って、一言も聞きのがすま

いと注意を傾けて聞きました。 
 

その熱心さにびっくりした人が 

「あんなに大勢の男の人や少年たちの間をかき 

わけて行く大胆さがどこから出てきたのですか」 

とたずねると、マリア・マザレロは 

「ドン・ボスコは聖人です。聖人です。私はそれを感じます！」 

と答えました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「どう、このごろは？ うまくいっている？」と 

相手の人の調子や状態を思いやってかける言葉です。 
 

人がうれしい気持ちになり 
元気が出るような言葉がけを意識して 
みましょう。 

コメ    ヴァ 

今月のメッセージ                  使ってみようイタリア語 


